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バルトン忌2014　報告
2014年8月2日（土）午前10時30分から、青山墓地のW.K.バルトン墓碑において毎年恒例のバルトン忌が開催されました。猛暑日の中、16名が参集し、同氏の偉大さを偲びました。
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はじめに酒井代表の挨拶があり、今回のバルトン忌の主旨について説明された後、本会評議員・稲場紀久雄氏より水循環基本法が成立したこと、そして、昨年からバルトン賞をバルトンに関する研究成果等に対してではなく、明治時代にバルトンが日本の衛生を改善するために活動されたように、今、世界の状況を変える活動に対して授与することになったことを墓前で報告されました。このことに関して、「バルトン先生は日本や台湾の『都市の医師』であったが、これからは、『地球の医師』にバルトン賞を授与していきたい」と述べられました。

本年のバルトン忌では、当初、平成26年12月に竣工予定の浅草十二階の復元計画に併せて、何か企画したいと考えていました。しかし、劇場レイアウトなどの設計変更で大幅に遅れ、12月に何かイベントを行うことも、当日、進捗状況を見ることも難しい状況にあることを渡辺より報告いたしました。時期はずれたとしても、祝賀行事等の企画については、松竹と連絡をとりながら、継続したい旨伝えさせていただきました。

続いて稲場日出子さんよりW.K.バルトン氏の曾孫の鳥海さちこさんから当会宛てのバルトン忌開催の礼状が紹介され、熱中症に気を付けていただきたいとねぎらいの言葉が披露されました。さらに、バルトンの友人であったコナン・ドイルを研究されている石井貴志さんより、明治20年にW.K.バルトンが執筆した上下水道調査に関する英文報告書を入手したことなどが報告されました。
この日は、シャーロック・ホームズ研究家として、NHKなどでも解説されている田中喜芳さんにも参加いただきました。田中さんからは、今年は、教養講座でコナン・ドイルの子供時代を取り上げ、ジョン・ヒル・バートン、メアリー・バートン、そしてバルトンのことを紹介したけれど、バルトンを知らない人が少なくないことを知り、今後、バルトンの業績を広めていきたいというお話をいただきました。また、シャーロック・ホームズの映画を日本でも撮りたいという企画があり、その際、ぜひバルトンも登場させたいと考えていることなどが披露されました。

バルトンにつながるヒューマン・ネットワークとそれぞれの人物について研究されている方々とのネットワークが、バルトン忌をきっかけに形成されていけば、バルトンさんもきっと喜ばれることと思います。その後、全員で黙祷し、献花をしました。

(渡辺勝久・鈴木薫　記)
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追記：バルトンご本人と本会が継続的に行っているバルトン忌がNHKの「あさイチ」で取り上げられました。放送は23日でしたので、ふくりゅうで事前にお知らせするには、一歩間に合いませんでした。また、この稿を書いている時点では、どんな番組になっているかも分かりません。連続ドラマ「マッサン」の主人公がスコットランドから奥さんを迎えたことにちなむ「スコットランド・ナビ」というコーナーで、３つの話題のひとつに取り上げられるそうです。多くのスコットランド人がお雇い外国人として来日しましたが、バルトンが選ばれた理由は、本会が毎年お墓参りを欠かさず続けているほど、今に至るまで強く慕われていることにあるようです。田中さんのことばにもありましたが、バルトンのことを広く知っていただくきっかけになればと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　記）

目次へ
山梨県丹波山村中川翁記念祭について
多摩川の源流地域には、緑の自然、豊かな山の幸、伝統を誇る郷土芸能などの山の文化があり、人々は、日常の生活を通して山、川、森を守り、山里には明るい笑い声が満ちていました。山里の人々から“山の御爺”と慕われた中川金治翁は、人々の生活を守ることを通して、日本一広大な東京都の水道水源涵養林を造成しました。このため、山里の人々は、中川翁を心から慕い、その造成事業に協力を惜しまなかったのです。
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今年初めて水の憲法とも言うべき「水循環基本法」が誕生しました。この基本法では、「健全な水循環を河川流域全体で維持・回復させる」ことを謳い、「上下流の連携」の重要性を強調しています。これは、経済の高度成長期に断たれた上下流の絆を蘇生させることの重要性を訴えたもので、私達は、多摩川源流地域を「沈黙の森」にするのではなく、「明るい笑い声の満ちた山里」を蘇らせるために、「多摩川源流山里友の会」(仮称)を設け、平成26年10月5日に「中川翁記念祭」を開催すべく、丹波山村関係者および村の古老の方々と実現に向けた調整を図りました。
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主旨に賛同する、「山里友の会発起人準備会」には、代表者である藤森正法氏のもとに、研究会会員並びに東京都水道サ－ビス(株)の山崎勇氏などが中心となり、上下流の連携により、過疎化対策の一助にと次の５項目を下流側から提案しました。

1 「山の御爺中川金治翁」を偲ぶ“山の御爺祭”を毎年秋に開催する

2 「山の幸」の購入を希望する友の会会員に特別価格で提供する

3 多摩川源流の笠取山、飛龍山、黒川鶏冠山などの登高会を毎年開催する

4 郷土芸能を見る会、伝説・説話などを聞く会を毎年開催する

5 水源林を守る山の仕事を体験する会を毎年開催する

　事前に書面等で提案していた企画案について、6月28日に丹波山村を訪問し、上流側の意向確認を行いました。その場での上流側の対応は、①村の選挙の批判、水源林への施錠への批判等に時間が割かれ、②積極的な若者も揃わず、後退論ばかりで前進への協議がなされないという想定外のものでした。

その後、古老の方々との調整に於いても、10月5日に予定していた「中川翁記念祭」の開催が他の行事と重なるなど、調整が不調となりました。

村当局との折衝の経緯から、古老のみによる開催は適当でないと判断し、開催を来年度の適当な時期まで延期することと致しました。
（文責：渡辺勝久）
目次へ　
JADEプロジェクトサイトを訪問して
長崎大学国際健康開発学科　内野　充
長崎大学国際健康開発学科の学生11名が、8月15日にバングラデシュ短期フィールド研修の一環としてJADEのプロジェクトが行われているクルナのキャンプ１（都市スラム）とジョソールの農村地域を視察させて頂いた。

クルナのキャンプ１を訪問する前に、クルナ事務所にてJADEはキャンプ１で2012年5月より活動を行っていること、キャンプサイトの共同トイレを改装し現在はバイオガスシステムを導入したこと、ポスター等を用い、衛生について住民に啓発活動を行っていること、これらの活動がキャンプ全体の衛生状態や住民の健康状態の改善に大きく貢献したこと、今後はコミュニティスペースを建設することにより、CBO（Community Based Organization）ミーティングや教育活動、サイクロン等の災害発生時には避難場所としても代用可能であり、衛生活動だけではなく、様々な問題に対応可能となるということなど説明を受けた。
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実際にキャンプ１訪問時は、共同トイレの状況、バイオガスシステムやCBOの活動、家庭からの有機廃棄物を用いた肥料作りの説明を受けた。共同トイレは、北区と南区にそれぞれ１つずつ建設されており、家庭用トイレを持たない家庭は、この共同トイレを使用しているとのことである。また、共同トイレには、それぞれ北区には22基、南区には14基設置されており、男女平等に分け与えられている。また、各共同トイレにバイオガスを抽出するためのバイオガスリアクター等の設備が地下に導入されている。これを用いることにより、人糞は嫌気的に分解され、バイオガスが発生する。そのガスを家庭用に供給するというシステムを確立している。また、このトイレの修理及び維持管理は現在CBOが中心に活動を行っている。このような技術は、下水道整備が難しい地域における排泄物の処理が困難な状況を打開する策であり、排泄物が与える環境負荷や人体に与える影響を減らすことが可能であるとのことである。このキャンプでは、各家庭から出る生ごみを収集し、肥料にすることによっても環境負荷を低減させるとのことである。

ジョソールの活動地を訪れた際には、エコサン・トイレ、PSF（Pond Sand Filter）、有機肥料の３つを中心に説明を受けた。JADEは2007年よりジョソールにて活動しており、エコサン・トイレを始めとする様々な技術をCBOと共に住民へと展開している。エコサン・トイレは1980年代よりバングラデシュにて展開されていたピットラトリンに代わる技術である。エコサン・トイレは排泄物が水系・土壌系に流出しにくい構造であり、排泄物が及ぼす汚染による感染症の影響等がなくなり、貧困のサイクルから抜け出すことが可能となった。また、エコサン・トイレは尿と人糞を分離し、人糞は一年間槽内で発酵させることで肥料にするシステムも兼ね備えている。これは、人糞を肥料にすることにより、農家が個人の畑に施用を行い、収穫量を向上させ、一部世帯ではこの肥料をCBOが買い取ることにより、不安定な収入による経済的負担を軽減させる効果もあるとのことである。また、CBOは、この肥料を農家に販売することにより、新たな事業や既存の事業の維持管理に使用される。このシステムは、化学肥料に代わり、肥料代の節約と農産物の生産量向上につながり、人と環境に配慮した持続可能な開発のモデルとして、活動とは何が重要であるのかと考えさせられる機会となった。9月からはペレット堆肥を販売すると伺った。ペレット堆肥は、従来の粉末の肥料と異なり、定量的に施用することが可能であり、風で畑以外に飛散する可能性も低くなるため、効率が良く、灌漑用水等の水系への富栄養化を引き起こす可能性も低くなり、環境負荷が低減されるさらに、農家が施用する時に吸い込まなくなるため、施用者の健康被害もなくなるとのことである。
また、一部地域ではPSFが導入されており、ヒ素汚染や乾季による井戸の枯渇が深刻な問題であるバングラデシュでは、維持管理も簡単であり、画期的であると感じた。ため池から水を汲み、数時間後に濾過され、上水として使用可能であるとのことであった。実際に、この訪問時に住民が使用する機会を見かけ、お話を伺ったところ、水の勢いも強く、井戸を使用していた生活に比べるととても便利になったと述べていた。

この現地視察を通して、持続可能な開発とは現地のコミュニティが自立し、維持運営・管理しなければならないことを学んだ。しかし、このような技術をコミュニティ内で管理するには、時間を要するため開発援助の難しさを改めて感じた。また、この活動を通して、住民が収入の多様化を図ることにより、違法な労働や出稼ぎではなく、安全で安定した収入を得られるようになったとのことである。このように衛生のような1つの分野のみが独立しているのではなく、経済・農業・衛生などといった様々な分野が合わさっていることを改めて感じ、開発とは何であるかを考えさせられた。

最後に今回の視察は持続可能な開発及びコミュニティと協働で活動する方法を学んだ有意義な時間であった。また、サイトを訪れた際、住民の方々が非常に積極的であり、現場の声を聴く貴重な機会にもなった。現地視察に同行くださったQazi Azad-uz-zaman氏、 Mosleh Uddin Parves氏、京都大学大学院の藤森悠司氏をはじめ我々の研修を受け入れてくださったJADEのスタッフの皆様、現地の住民の皆様にこの場をお借りして感謝申し上げたい。
目次へ




セネガル国におけるECOSANトイレ普及の取り組み

（株）アースアンドヒューマンコーポレーション　佐藤向陽
弊社は現在、西アフリカのセネガル国において独立行政法人国際協力機構の「セネガル国劣化土壌地域における土地劣化抑制・有効利用促進のための能力強化プロジェクト」（以下、CODEVALプロジェクト）を実施している。CODEVALプロジェクトでは、カウンターパートであるセネガル国森林官および村落住民の土壌劣化対策に係る能力向上を図ることで、土壌の肥沃度向上や、より低負荷な土地利用方法の推進に取り組んでいる。この活動の一環に、人間の屎尿を堆肥化し活用することができるECOSAN技術を用いたトイレの普及がある。

ECOSANトイレの大きな特徴は、尿と糞便を完全に分離して回収することにある。尿はトイレ中央の排水溝から施設外部に設置された容量約20リットルのポリタンクに回収される。糞便は左右に設置された２ヶ所の穴からトイレ直下の槽に貯留される。この回収槽も２連の槽に分かれている。液体と固体を分離するため、回収作業が容易であり、糞便の分解も早い。従って、トイレ特有の臭いも極めて少ない。別々に回収される尿と糞便は、それぞれ堆肥として活用できる。

利点の多いECOSANトイレだが、セネガル国ではヤギや牛といった家畜糞は堆肥として広く利用されているものの、人間の屎尿を堆肥として活用することは一般的ではない。また、同国のイスラム文化においては屎尿の活用には心理的抵抗がある。そのため、本活動の開始当初は、村落住民に受け入れられないのではという懸念があった。

そこで、CODEVALプロジェクトでは、パイロットサイトへのECOSANトイレ導入に先立ち、パイロットサイト住民を対象に、この技術の適切な理解を目的とした説明会や、国際NGOの支援の下でECOSANトイレの導入経験がある村落への視察研修を実施し、ECOSAN技術に関する理解を深めてもらうことから取り組んだ。プロジェクトでは４ヶ村を対象に各村５基ずつ、計20基を試験的に設置した。

2013年1月からECOSANトイレを設置した世帯において使用が開始され、その後のモニタリングにおいて、住民からは以下のような意見が出されている。

· 虫や悪臭の発生がほとんどなく、清潔である。
· 回収した糞尿は堆肥として利用できるため効果的である。
· 従来型トイレでは使用後の悪臭対策や汲み取り後の洗浄などで薬剤購入費用がかかるが、ECOSANトイレでは必要ない点で有利。
· 近くの飲料用の浅井戸への汚染の心配がない。
· 女性にも安全であるほか、天井があって雨期の使用ができる。
· 基礎がしっかりしており、伝統的トイレのように雨期に崩れる心配がない。
　この結果、ECOSANトイレは住民に衛生面、経済性で高く評価されていることが窺える。また、この評判は周辺にも伝播し、近隣村落からECOSANトイレについて問い合わせを受けるサイトも出てきている。

尿は世帯毎にばらつきがあるが概ね3ヶ月に2回程度回収されている。回収した尿は液肥としてミレット栽培区に散布し、施肥効果試験を実施している。あるサイトでは、コンポスト堆肥とポリタンク12杯分の尿を原液の状態で900m2に施用したところ、収量は約4トン/haとなり、無施肥区の0.5トン/haと比較し8倍の結果を示した。

　糞便については、第1槽目の使用を2013年9月に停止し、6ヶ月後の2014年3月に糞便の取り出し作業を行った。作業に当たっては、ECOSANトイレの取扱いについて豊富な経験を持つ者を講師として招聘し、実演してもらいながら実施した。糞便の堆肥化を初めて目の当りにした住民は、作業当初こそ控えめな態度であったが、乾燥堆肥化した糞便が想像以上に臭いがなく、また講師が躊躇なく糞便を扱う様子を見ているうちに、堆肥化した糞便への抵抗感が軽減した様子で、作業後半は住民自らが取り出し作業を行っていた。

回収した便の糞便性大腸菌に係る分析結果を図２に示した。ほとんどのトイレでは糞便性大腸菌は検出されず、17ヶ所中15ヶ所で回収された糞が米国EPAの食料用に安全な堆肥とされるClass Aに分類された。これは、ECOSANトイレで製造された固形堆肥が衛生上の問題がないことを示す根拠のひとつと言える。なお、２ヶ所がClass Bに分類されたが、これは片側の貯留槽の使用停止を指示した後も、住民が誤って使用を継続していたため、堆肥化のための十分な時間が取れなかったことが原因と考えられる。

当初、村落住民には受け入れられないのではと懸念されたECOSANトイレは、現在のところ、従来のトイレに比べ衛生面に優れ、また屎尿の堆肥利用による農作物の収量増加も見込めることから村落住民から高い評価を受けている。

今後は、ECOSANトイレを正しく使用し、屎尿の堆肥化が確実に行えるように啓発活動を継続していく予定である。また、このトイレの建設費用はセメントや鉄筋といった資材費も含め約6万円で、従来型のトイレ建設費に比べてやや割高であり、村落住民が全額負担するには高額といえる。そこで構造や建設材料数の見直し等を行うことでECOSANトイレの建設費低減に努め、より多くの村落住民への普及を目指して行く方針である。　　　　　　目次へ
平成26年度 小平市ふれあい下水道館 特別講話会の予定（変更）
「ふくりゅう81号（2014年7月4日）」で予告した「小平市ふれあい下水道館における平成26年度特別講話会の予定」の一部（第2回と第6回）が変更になりました。あらためて全6回の講話内容を次の通りお知らせします。なお、会場の小平市ふれあい下水道館は西武国分寺線「鷹の台駅」下車徒歩７分の処にあり、問い合わせは042－326－7411です。また、講話時間は各回とも13：30～15：30です。

第1回：10月19日（日）「有料トイレのルーツ」、山崎達雄氏（本会会員）　　　［ 終了いたしました］
最近、多目的機能を有する有料トイレが各地に設置されているが、戦後直ぐの京都・大阪で既に利用されていた。有料トイレのルーツを探り、今後の公衆トイレのあり方を考える。

第2回：11月16日（日）「下水道マンの東京散歩－立川、国立、小平－」、地田修一氏（本会会員）

絵画、古写真、文芸作品などにより往時の姿を探るとともに、実際に踏査して得た予期せぬ情報を加味してその地の今昔を語る。

第3回：12月14日（日）「水環境と農業」、田中康男氏（畜産草地研究所）

農業に肥料は不可欠であるが、うまく使わないと環境を悪化させる。肥料がどう作られ使った後どこに行くのかを追いながら、農業と環境の関係を考える。

第4回：1月18日（日）「下水処理技術の発展」、佐久間真理子氏（元東京都下水道局）

下水を排除する思想は古代からあったが、下水処理の始まりはそれほど昔ではない。簡易な処理から高度処理までの発展の段階を追う。

第5回：2月15日（日）「台所のディスポーザーと下水道」、清水洽氏（本会会員）

下水道の役割にはトイレの水洗化と台所の水洗化とがある。台所の水洗化を担うディスポーザーを紹介し、生ゴミとの関係や各家庭、下水道管渠・処理施設などへの影響に関する実態調査を紹介する。

第6回：3月29日（日）「大名行列とトイレ事情」、松田旭正氏（本会会員）

大勢の人々が一斉に行列を組んで旅をした大名行列に際して、行く先々でのトイレはどのように準備したのだろうか。萩の大名・毛利氏に関する古文書をひも解き、その実態を探る。
目次へ
バングラデシュ便り　No. 30
都会と田舎
本会運営委員　高橋　邦夫
　この国では田舎へ行くほど人々は実直であり、見知らぬ外国人にやさしく微笑みかける。家畜などは悠然と構えており、のびのびと暮らしているように思える。また、大きな美しい瞳を持つ好奇心に溢れた多くの子供たちに取り囲まれる頻度は大きくなる。田舎に住む人々は良く働く。汗をかいている人々の顔は精悍であり、一方で優しいまなざしを持っているのも特徴だ。こうした外見の端点には、一方で政治的リーダーや宗教的リーダーが隠然とした勢力と統治力を有していることも事実のようである。

　都会と田舎を区分する象徴的な事象の一つは例えば次のとおりである。移動は大抵の場合、ワゴン・カーによることが多いが、田舎に行けば行くほど、牛、ヤギ、羊、犬、アヒルなどの家畜は、車が鼻先まで近づいても容易に回避しようとしない。耳先の大きなクラクションでかろうじて路肩に退避する程度である。ドライバーもその呼吸をわきまえているらしく速度を落とす。反面、主要幹線ルートである、ダッカ－チッタゴン街道や、ダッカ－マイメイシン街道、ダッカ－ジョソール街道などを横切る家畜の反応は敏捷であり、人身事故の絶えない交通環境にあって、その死傷率は人身に比べはるかに小さいように思える。

　この国における都会と田舎の定義は一見困難である。その前に、集落を形成する基本単位であるバリ（Bari）から説明するほうが容易と思われる。バリは、個別住居の一つの集合体である。多くの場合、親族が数世帯のバリを形成する傾向にある。バリは共同空間というべき矩形の広場を中心に数世帯の住居がそれを取り囲む。一世帯の場合もあるが、十数世帯に及ぶ場合もある。そしてこれらの集合体が村を形成する。そして村の周辺に農地がある。村には車が侵入できるくらいの道路が走りバリ間を連結する。また低地ではバリはあたかも島状の掻き揚げ砦の形状を示し、雨季にはそれらが竹橋で連結される。道路に面した村の中心にはバザールと呼ばれる商い街区があり、理髪なども含めて日常品のほとんどが揃う便利な空間である。バザール近傍には、モスクと小学校、村の集会場なども立地する。そうでない場合は四日市、八日市といった定期市などが定着している。

　こうして点在する村を集合する行政単位がユニオン（Union）である。通常数十の村を管轄するこの国の基礎をなす行政単位である。ユニオンは行政組織というには程遠く、国政選挙同様に選挙制で選ばれた議員から構成される。ユニオンの所在地周辺は見た目には村のバザールと変わらない場合が多いが、二階建ての企画化されたユニオン役所の周辺には、しばしばカレッジ、病院、映画館などが見受けられるようになる。

　そのユニオンを束ねる行政単位がウパジラ（Upazila：郡）であり、ウパジラ役所が存在するとともに行政組織然として機能し、町の区画密度は増し都会の様相を帯びていく。国の行政機関の出先事務所や、各種カレッジが存在し、そうした中心部の建物は高層化していく。モバイルホーンなどの電波塔が目に付きだすのもその特徴である。ウパジラ役所は、50ｍ画の広場一角に通常2-3階建ての矩形の事務所が建っている姿を想像すればよい。

　さらに十数個のウパジラを束ねる行政単位がディスクリクト（District:県）であり、その所在地の中心地は、最早都会である。通常その所在地は、ややこしいことにMunicipality（市）という行政単位が適用され、そのとりわけ大きないくつかはCity-Corporation（市役所）という行政区分となる。また、裁判所、監獄、大学、パスポート・オフィス、国の研究機関などの存在も目立ってくる。Municipality の中心街は、ダッカの繁華街の喧騒と変わらない。またこれら都市には、いくつかの巨大なバザールが必ずある。

　さらにそれらディスクリクトを束ねるのがディビジョン（Division:州）と呼ばれる単位であり、その所在地は、ダッカ、チッタゴン、クルナ、バルシャイ、ラッジャヒ、シレットの6大City-Corporationである。最近ロングプールが新たに加わった。これら大都市には、英国支配を象徴する重厚な裁判所が昔日の面影を残して立地し、拠点都市を象徴する大規模なRailway Stationや博物館を持つ。ダッカを体験した人には、一端それら街中に放置されると、その相違を指摘するのは困難であろう。強いて言えば、喧騒の密度が空間的に広いか狭いかの差だけである。

しかしながら、ダッカなどの巨大な都市空間のそこここにバリが存在するのである。国会議事堂とそれを取り巻く広大な関連施設域、集合住宅の立ち並ぶ新興住宅街、これまた広大な敷地を占有するオフィス街、とてつもなく大きなバザール、そうした中に点在する果てしないスラムなど、それぞれのコロニーがバリを形成しているといえないだろうか。東京は巨大な田舎の集合体であるという表現があるが、多分にその構成には共通したものがある。だからこの国の町の形態を知るにはバリの一見が必須となる。

目次へ
水環境案内人の覚書 10
高度処理水の有効利用
本会会員　地田修一
下水の高度処理水は、都市部における貴重な水資源として様々な用途に有効利用されているが、再利用に当たって最低限必要となる水質および処理施設に関する【水質基準及び施設基準】が「下水処理水の再利用水質基準等マニュアル」（国土交通省・地域整備局下水道部など、平成17年4月）により、適用箇所別（水洗用水、散水用水、修景用水、親水用水）に示されている。

下水道高度処理促進全国協議会が作成した冊子『高度処理ABC』（平成23年3月）、『全国の高度処理水せせらぎ公園』を主な資料として、高度処理水の有効利用の事例を以下に紹介する。

1． 清流復活用水への利用（東京都）

　羽村で取水された多摩川の水は、玉川上水路を通って小平監視所までは江戸の昔と変わらずにとうとうと流れてくるが、スクリーンでゴミを取り除かれた水はその全量が、地下の導水管によって浄水場に送られてしまう。

そこで、下流に水が行かなくなった玉川上水の清流を復活させるために、昭和61年より、多摩川上流水再生センターからの高度処理水がポンプで監視所の直下まで送られ、石組みの間から放流されている。その水量は往時の十数分の一に過ぎないが、20年近く空堀状態であった水路は、都市近郊で身近に親しめる水辺空間として甦った。

ここに送水されている高度処理水は、当初は【二次処理＋砂ろ過処理】であったが、その後【オゾン処理】を加えて脱臭・脱色を図り、さらに現在は【嫌気・無酸素・好気法】が導入され、脱窒素・脱リンもなされている。

2． 農業用水への利用（大阪府）

　地元の土地改良区と協働して、渚水みらいセンター（淀川左岸流域下水道）の高度処理水を水田へ利用する試みを実施し、稲の育成状況・品質管理・収量・製品イメージなどの調査を行い、府の農業研究機関から「処理水は稲作用水として十分な品質を有している」と評価された。現在は、地元小学生に対して、下水道の学習と農業体験を行う「なぎさ体験田」として活用されている。

3． 修景・親水施設への利用（東大阪市）

　延長約３kmの鴻池水路を７つの区間に分け、それぞれ異なった趣の景観整備を行うことによって、子供からお年寄りまで気軽に安心して楽しめる親水空間を形成している。修景利用には、鴻池水みらいセンター（寝屋川流域下水道）で【嫌気・好気活性汚泥法＋急速砂ろ過法】で処理した高度処理水を用いている。また、せせらぎへの親水利用では、同センターの高度処理水をこの鴻池水路の一角に設置した浄化施設で、さらに【生物膜ろ過法＋木炭浄化＋オゾン消毒】した超高度処理水とも言える再生水を用いている。

4． 消雪用水への利用（新潟県湯沢町）

　冬期間の湯沢温泉街では、地下水を散水する消雪パイプで道路を消雪し、交通の確保を図っている。その地下水の不足を補い、安定した消雪用水を供給するため、湯沢浄化センターの高度処理水が利用されている。

5． ビオトープへの利用（愛知県）

　愛知県下水道科学館（平成12年度開館）は、下水道の普及啓発を目的とした体験型施設である。その前庭には、下水の高度処理水を利用したビオトープがあり、1年を通じて月2回（第2、第4土曜日）の定期開放を行っている。来場者は、魚や昆虫、植物などを自由に観察、採集ができ、定期的に生物観察会、サツマイモの芋掘りやヘチマからのたわし作りなど様々なイベントを行っている。

6． トイレ洗浄水や樹木散水への利用（福岡市）

地形的に水資源に恵まれない福岡市では、昭和53年の異常渇水では287日に及ぶ給水制限を経験した。これを契機に、水の安定供給を図るために「福岡市節水型水利用等に関する措置要綱」を制定し、市民・事業者・行政が一体となって、節水型都市づくりに取り組むこととした。その一環として「下水処理水循環利用モデル事業」（現在は「再生水利用下水道事業」）に着手し、都市の中での安定した水資源である下水処理水をトイレの洗浄水や樹木への散水用水として再利用を図っている。下水処理場で嫌気・好気活性汚泥処理した処理水を、さらに再生処理施設において、凝集沈殿法、砂ろ過法、オゾン消毒などの高度な処理を加えている。　　　目次へ　　　　　　　      　　　　　　
運営委員会から
· 総会で承認された事業を進めていますが、浅草十二階復元の件、山梨県丹波山村での中川翁記念祭を含めた上下流交流など、先方の事情により遅延、並びに変更が生じておりますが、継続していけるよう、関係者との調整を進めていきたいと思います。
· 平成24年度の評議員会にて認定NPO の取得に向けた取組みを進展するよう指示されており、今年度上期決算をNPO法人会計基準に準拠して、勘定科目の統一と複式簿記による転記を試行しております。平成26年度の決算から、税理士の指導を仰ぎ、平成28年度に認定NPOの取得を目指したいと思います。
編集後記
バルトン忌でバルトン本人だけでなく、バルトンゆかりの人々を研究する方たちとのネットワークができていることが、バルトン忌継続の推進力になっていると思います。さらにそれが、バルトンのことを知り、今の生活環境を享受できるのは決して当たり前のことではないことを認知するきっかけになればよいと思います(（株）アースアンドヒューマンコーポレーションの佐藤向陽氏より貴重な原稿をいただきました。エコサン・トイレは、世界的に普及が進みつつある衛生設備ですが、平成12年、佐藤さんより本会のバングラデシュにおけるエコサン・トイレ活動に関する照会を受け、セネガル政府関係者の日本研修の際、高橋理事がJICAにて説明し、さらに、今月、再度の研修が企画され、新たな政府関係者に対する説明の機会をもった次第です。１度目の研修では、エコサン・トイレの衛生工学的合理性（費用便益等）に重点を、２度目では、フォローアップの重要性とマーケットへの展開に重点を置きました(外務省発行（時事通信社編集）の「外交」９月号に本会の活動が紹介されました（「外交の架け橋・グラスルーツ発」というコラム）。開発途上国の若い人たちに水と衛生を通して自分たちの生活環境は改善可能だということを知ってほしいし、そのことを伝えていく役割を日本の若い人たちに託していきたいと考えています。今回原稿をいただいた長崎大学大学院のフィールド研修受け入れもそのための活動と考えています。この日本から「地球の医師」が輩出することに微力ながら寄与できたらと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）
目次へ
コントロールキー（Ctrlなど）を押しながら目次の各記事の文字をクリックすれば、ご覧になりたいページに移動できます。
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中川金治翁をまつる中川神社





キャンプ１でCBOメンバー等から説明を聞く研修生
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写真2　ECOSANトイレの内部
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写真1　ECOSANトイレ外観





図１　施肥種類ごとのミレット収量





図２　糞便性大腸菌の検出状況
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